
 

土木部 設計・施工一括発注（試行）実施要領 
 
 
１ 対象工事  

比較的高度又は特殊な技術力を要し、民間の技術開発の進展の著しい工事であるとと

もに、設計技術が施工技術と一体で開発されるなどにより個々の建設業者が有する設

計・施工技術を一括して活用することが適当な工事で、工事目的物の機能・性能の向上、

環境の確保、工期短縮、コスト縮減等が可能となる技術提案が期待されるものであり、

かつ、契約担当者（財務規則第２条第８号に規定する契約担当者をいう。以下同じ。）

が必要と認めた工事を選定するものとする。  
 
２ 技術審査会の設置  
 (1) 土木部技術審査会（以下「技術審査会」という。）の組織等については、技術審査

会規約で別に定める。 

 (2) 技術審査会は下記業務を行う。 

  ① 設計・施工一括発注に係る実施内容の審査 

  ② 設計・施工一括発注に係る技術提案の審査 

  ③ 設計・施工一括発注に係る審査結果の公表 

 
３ 設計・施工一括発注の実施  
 (1) 契約担当者は、設計・施工一括発注に付す工事を選定した場合は、当該工事に係る

設計・施工一括発注に係る実施内容（技術提案を求める範囲、入札手続、スケジュー

ル及び落札者決定基準等）を土木部技術企画課長（以下「技術企画課長」という。）

に提出する。 

なお、総合評価競争入札による場合は、上記の資料に加え、総合評価の実施等に係

る学識経験を有する者の意見（地方自治法施行令第167条10の２第４項の規定に基づく

意見、及び同条第５項の規定に基づく意見のうち実施時に伺う意見）を付して土木部

契約管理課長（以下「契約管理課長」という。）に提出する。 

 (2) 技術企画課長（または契約管理課長）は、設計・施工一括発注に係る実施内容につ

いて技術審査会の承認を得た後、契約担当者に対し承認通知を行う。 

 (3) 契約担当者は、上記の承認通知後、速やかに工事発注手続を開始する。 

 
４ 募集手続  
 (1) 契約担当者は、一般競争入札又は公募型一般競争入札に係る入札公告を行う際に、

設計及び施工方法等に関する技術提案書（以下「技術提案書」という。）を求めるこ

とを明示する。 

なお、契約担当者は、技術提案書に係る資料の作成要領を作成し、入札説明書と併

せて交付する。 

 (2) 技術提案書は、一般競争入札に係る入札参加資格確認資料または公募型一般競争入

札に係る入札参加申込資料の提出の際に併せて提出するものとする。 

 
５ 手続に要する日数  

一般競争入札による場合は別紙１に、公募型一般競争入札による場合は別紙２に示す

日数を標準とする。  
 
６ 技術提案書の提出  

(1) 技術提案書を求める範囲 



 

 設計・施工一括に係る技術提案を求める範囲は、工事目的物の機能・性能の向上、

環境の確保、工期短縮、コスト縮減等が可能となる技術提案を期待できるもので、民

間の技術開発を積極的に活用することが適当と認められるものの中から工事特性に応

じて定めることとし、原則として工事目的物の変更を伴わない範囲とする。 

(2) 技術提案書を求める部分の位置付け 

技術提案書を求める部分については、原則として設計及び施工方法等を指定しない。 
 
７ 技術提案書の作成説明会  

契約担当者は、必要があると認めるときには、技術提案書の作成説明会を実施するこ

とができる。  
 
８ 技術提案書の審査等  
 (1) 技術提案書の審査に当たっては、落札者決定基準に基づき設計及び施工の確実性、

安全性及び経済性等を評価する。 

 (2) 契約担当者は、技術提案書の採否及び技術提案の改善についての検討を行い、意見

を付して技術審査会に諮る。 

 (3) 契約担当者は、技術提案書の採否及び技術提案の改善について検討を行うに当たっ

ては、必要に応じて学識経験者等の意見を聴取し、その意見を併せて技術審査会に諮

る。 

 (4) 技術提案書の採否については、技術提案書を提出した入札参加者に通知するものと

する。その際、技術提案書の内容が適正と認められなかった場合には、その理由を付

して行うものとする。  

 

９ 技術提案書のヒアリング・技術提案の改善（技術対話）  
契約担当者は、必要があると認めるときには、技術提案書のヒアリングを実施するこ

とができる。また、必要があると認めるときには、入札参加者に技術提案の改善（技術

対話）を求めることができる。  
 
10 技術提案内容の保護  

技術提案内容については、その後の工事において、その内容が一般的に使用されてい

る状態となった場合は、無償で使用できるものとする。ただし、工業所有権等の排他的

権利を有する技術提案についてはこの限りではない。 

 

11 責任の所在  
契約担当者が技術提案書を適正と認めることにより、設計図書において設計及び施工

方法等を指定しない部分の工事に関する受注者の責任が軽減されるものではない。  
 
12 入札公告及び特記仕様書に明示する事項  

技術提案を募集する場合においては、入札公告等に次の事項を加える。  
 (1) 入札公告 

  ① 当該工事が、設計・施工一括発注方式の試行工事であること。 

  ② 技術提案書の採否を通知すること。 

  ③ 技術提案書の作成説明会を開催すること。（技術提案書の作成説明会を開催する

場合） 

  ④ 技術提案書のヒアリングを実施すること。（技術提案書のヒアリングを実施する

場合） 

 (2) 特記仕様書 



 

  ① (1)の内容の詳細 

② 上記10技術提案内容の保護に関すること。 

  ③ 上記11責任の所在に関すること。 

 

13 その他  
(1) 一般競争入札による場合は、この要領によるほか建設工事に係る一般競争入札実施

要領の規定による。 

(2) 公募型一般競争入札による場合は、この要領によるほか建設工事に係る公募型一般

競争入札実施要領の規定による。 

(3) 総合評価競争入札による場合は、この要領によるほか総合評価競争入札試行要領の

規定による。  
 
 付  則  
  この要領は、平成１６年６月１１日より施行する。 

  平成１８年４月１日一部改正（組織の改編に伴う変更） 

  平成３１年４月１日一部改正 

  令和 ４年４月１日一部改正（組織の改編に伴う変更） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　別紙-  1

 

・落札者決定基準
・落札決定時の意見聴取の必要性

（技術提案の改善があった場合）

 ３０日

品確法第14条

※は、行政機関の休日を含まない。

標準日数は目安である。

結果公表

契約担当者 技術審査会

対象工事の選定

　　　　（実施内容）

（必要に応じ）

（必要に応じ）

↓

（総合評価）

入札参加資格確認結果の通知

（資格無し又は技術提
案を否とした場合）

（技術提案の採否を併せて通知）

（参考）県土整備部 設計施工一括発注(試行)実施フロー（一般競争入札の場合）

技術審査会

　　　　入　　　札

↓

要領等に対する質問回答

入札参加者審査会

↓

（資格確認）

　(資格有り）

（入札参加申込書の受付開始）

要領等に対する質問受付

↓

　技術提案等の検討

→

要請期限の翌日から３日※以内

・入札手続及びスケジュール

（資格設定）

(技術企画課（総合評価競争入札の場合は契約管理課）経由）

（承認通知）

実施内容審査
・技術提案を求める範囲

入札参加者審査会

・落札者決定基準等

学識経験者の意見聴取

（必要に応じ）

↓

技術提案書のヒアリング

入札参加資格がないと認めた理由の説明要請

　　　　　　回答

←

↓

（提示：本庁主管課　）

↓

標準日数

３０日

↓

３０日

技術提案書の作成説明会

申込書及び技術提案書の提出

↓

入札公告・作成要領の交付

学識経験者等の
意見聴取

（採否または技術提案の改善）

技術提案の改善（技術対話） （必要に応じ）

ＶＥ審査部会

予定価格の作成
学識経験者の意見聴取

苦情の原因となった事実
を知り、又は合理的に知

り得た時から10日以内

受け取った日翌日から５日※以内

兵庫県政府調達苦情検討委員会

再苦情申立て

技術提案の審査

←
（採否）

（改善された技術提案の審査）

（必要に応じ）

ＶＥ審査部会

（提示：本庁主管課　）
→

技術提案の審査



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　別紙-  ２

 

・落札者決定基準
・落札決定時の意見聴取の必要性

（技術提案の改善があった場合）

　

品確法第14条

標準日数は目安である。
※印は、行政機関の休日は含まない。

（採否）

結果公表

（必要に応じ）

（総合評価）

→

技術審査会

（技術提案等の採否を併せて通知）

→ 技術提案の審査

←

実施内容審査
・技術提案を求める範囲
・入札手続及びスケジュール

↓

技術提案書のヒアリング

技術提案書の作成説明会

申込書及び技術提案書の提出

（入札参加申込書の受付開始）

（提示：本庁主管課　）

（必要に応じ）

入札参加資格確認結果の通知

３０日

　技術提案等の検討

標準日数

３０日

入札参加者審査会

技術審査会

対象工事の選定

学識経験者の意見聴取

契約担当者

審議結果を契約担当者に通知

入札参加者審査会

↓

(技術企画課（総合評価競争入札の場合は契約管理課）経由）

↓

入札公告・作成要領の交付

↓

←

↓

受理した日の翌日から５日※以内

（参考）県土整備部 設計施工一括発注(試行)実施フロー（公募型一般競争入札の場合）

（承認通知）

（資格設定）

（必要に応じ）

　　　　（実施内容）

(資格なし又は技術提案を否と
した場合）

入　札

予定価格の作成
学識経験者の意見聴取

受け取った日の翌日から７日※以内

再苦情申立て

回答

↓

（採否または技術提案の改善）

３０日

（改善された技術提案の審査）

入札参加資格がないと認めた理由の説明要請

回答

ＶＥ審査部会

（提示：本庁主管課　） →

←

入札監視委員会

・落札者決定基準等

要領等に対する質問受付

要領等に対する質問回答

受け取った日の翌日から７日※以内

学識者経験等の
意見聴取

↓

技術提案の審査

ＶＥ審査部会

（必要に応じ）

技術提案の改善（技術対話） （必要に応じ）

　概ね５０日以内

受け取った日の翌日から５日※以内

↓

（資格確認）


